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謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
は
、
数
年
来
私
た
ち
の

生
活
に
暗
い
影
を
落
と
し
てい
た
新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、
感
染
症
法
の
扱

い
が
２
類
か
ら
５
類
に
格
下
げ
と
な
り
、

特
別
な
感
染
症
と
い
う
考
え
も
薄
れ
て

き
て
、
い
よ
い
よ
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
生

活
に
戻
り
つつ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
変
わ
ら
ず

油
断
の
な
ら
な
い
相
手
と
考
え
て
い
ま
す

し
、
病
院
は
健
康
弱
者
と
と
も
に
歩
ん
で

い
る
た
め
、「
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い・

持
ち
込
ま
せ
な
い
」
よ
う
に
、
当
面
は
厳

し
い
感
染
防
御
体
制
を
維
持
し
続
け
る
つ

も
り
で
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
面
会
制

限
な
ど
で
引
き
続
き
ご
不
便
、
ご
迷
惑

を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
いい
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
年
度
初
め
の
４
月
よ

り
、
新
し
い
取
り
組
み
を
２
点
行
い
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま

ず
は
「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
で
す
。

勤
務
医
の
残
業
時
間
の
上
限
が
、
罰
則

付
き
で
厳
格
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

く
な
り
ま
す
。
こ
の
目
的
は
、
医
師
の

長
時
間
労
働
を
是
正
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
安
全
安
心
な
医
療
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

診
療
群
分
類
包
括
評
価
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）
の

導
入
で
す
。

　
こ
れ
は
、
入
院
費
の
計
算
に
お
い
て
、

従
来
の
医
療
行
為
ご
と
に
計
算
す
る「
出

来
高
」
方
式
と
は
異
な
り
、
疾
患
や
診

療
内
容
に
よって
決
め
ら
れ
た
定
額
料
金

で
医
療
費
を
計
算
す
る
「
包
括
払
い
」

方
式
の
こ
と
で
す
。
こ
の
目
的
は
、
医
療

の
質
の
標
準
化
が
図
れ
る
とい
う
こ
と
で
、

国
は
全
国
の
急
性
期
病
院
で
の
導
入
を

積
極
的
に
進
め
てい
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
い
ず
れ
も
新
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
来
年
度
は
医
療
、
介
護
報
酬

の
改
定
、
地
域
医
療
構
想
達
成
期
限
の

一
年
前
、
物
価
、
材
料
費
に
も
影
響
す

る
物
価
問
題
な
ど
不
確
定
要
素
がい
く
つ

も
存
在
す
る
た
め
、
不
安
は
拭
い
切
れ
ま

せ
ん
が
、
今
年
の
干
支
で
あ
る
甲き

の
え
た
つ辰は
、

新
し
い
こ
と
を
始
め
て
成
功
す
る
、
い
ま

ま
で
準
備
し
て
き
た
こ
と
が
形
に
な
る
と

い
う
、
縁
起
の
良
い
年
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
当
院
の
新
し
い
取
り

組
み
が
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
の
も
と
、

順
調
に
進
む
こ
と
を
願
って
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
職
員
一
同
、
地
域
の
皆
様
と

と
も
に
地
域
医
療
の
維
持
、
発
展
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
とって
、
良

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
９
月
16
日
の
雲
南
地

域
医
療
を
考
え
る
会
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
雲
南

市
立
病
院
の
取
り
組
み
を
、

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
新
型
コ
ロ
ナ
）
対
応
と
総

合
医
育
成
の
2
点
に
絞
って
お

話
し
さ
せ
て
も
らい
ま
し
た
。

　
ま
ず
急
増
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
患
者
に
対
し
て
、
島
根
県

の
要
請
に
応
じ
、
包
括
ケ
ア

病
棟
48
床
を
、
感
染
症
病

棟
４
床
か
ら
40
床
に
転
換
す

る
こ
と
で
、
臨
機
応
変
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
島
根
県
下
で
最
大
の
受

け
入
れ
病
院
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
元
に
、
こ
れ
か
ら

発
生
す
る
新
興
感
染
症
に
対

し
て
も
、
雲
南
市
立
病
院
は

同
様
に
、
臨
機
応
変
に
対
応

可
能
と
自
負
し
てい
ま
す
。

　
次
に
こ
の
雲
南
地
域
は
、

医
師
偏
在
指
数
が
全
国
３
３

５
の
二
次
医
療
圏
中
３
２
８

位
と
、
全
国
有
数
の
医
療
過

疎
地
域
で
す
。
そ
こ
で
こ
の

少
な
い
医
師
数
で
効
率
よ
く

診
療
す
る
に
は
、
高
度
な
三

次
医
療
は
都
市
部
の
病
院
に

任
せ
て
、
需
要
の
高
い二
次
医

療
ま
で
を
、
こ
の
雲
南
地
域

で
完
結
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
雲
南
市
立

病
院
で
は
、
幅
広
く
、
な
ん

で
も
診
て
く
れ
る
総
合
医
を

育
成
す
る
べき
と
考
え
、
全
国

に
先
駆
け
、
総
合
医
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
効

果
も
あ
っ
て
、
現
在
雲
南
市

立
病
院
で
は
、
10
人
の
総
合

医
（
地
域
ケ
ア
科
）
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
、
一

般
内
科
医
と
し
て
幅
広
く
診

療
し
、
病
棟
で
は
各
診
療
科

の
入
院
患
者
を
病
棟
医
と
し

て
診
療
し
、
さ
ら
に
退
院
支

援
に
も
関
わ
り
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
翼
を
担
っ

てい
ま
す
。
彼
ら
は
こ
の
雲
南

地
域
で
ま
す
ま
す
活
躍
し
て

く
れ
る
と
確
信
し
てい
ま
す
。

　
感
染
症
の
流
行
を
は
じ

め
、
世
界
情
勢
、
経
済
状
況

等
々
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
は
常
に
変
化
し
て
い
き

ま
す
。
持
続
可
能
な
医
療
と

は
、
そ
の
環
境
の
変
化
に
臨

機
応
変
に
対
応
で
き
る
医
療

と
考
え
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ

雲
南
市
立
病
院
は
、
こ
れ
か

ら
も
“
地
域
医
療
日
本
一
”

を
め
ざ
し
て
、
臨
機
応
変
に

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
皆
様
の
叱
咤
激
励

を
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま

す
。

病
院
事
業
管
理
者
　
大お
お

　
谷た
に

　
　
順
じ
ゅ
ん

院
　
長
　
西に
し

　
　
英ひ
で

　
明あ
き
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　国内の新型コロナウイルス感染症の流行も３年が経
過し、令和５年３月に行政が一律にルールとしてマス
ク着用を求めることをやめ、着用は個人の判断に委ね
られることが基本とされ、５月には新型コロナウイル
ス感染症は感染症法上５類に位置付けられました。
　長引いた新型コロナウイルスの流行期には国民一人
ひとりが感染症予防に心掛けていたおかげで本来流行
するその他の感染症の流行拡大が少なかったように思
います。しかし、例年であれば12月に流行入りする
インフルエンザの感染が昨年９月に全国各地で急増し
そのままシーズン入りしました。インフルエンザ対策
は、マスクの着用や手指衛生、ワクチン接種など複合

的に実施することで効果が得られます。新型コロナウ
イルス感染症対策はまさにインフルエンザ対策につな
がるため、やはり対策の緩みが影響したと推察されま
す。
　また対策が緩んだことで、これまで流行が抑えられ
ていた季節性の感染症が思わぬ時期に流行拡大した
り、子どもを中心とした免疫を持たない世代が感染症
にかかったりする事例が多く発生しています。加えて
海外からの観光客が感染症を持ち込むケースもありま
すので、場所によってはマス
クを着用するなど予防を心掛
ける必要があります。

２回目の感染にご注意を！２回目の感染にご注意を！
　季節性インフルエンザはＡ型とＢ型がありますが、
同じ型あるいは違う型のインフルエンザに２回かかる
こともあります。それは原因ウイルスであるインフル
エンザウイルスにいくつかの種類（国内で流行してい
るインフルエンザＡ型はＨ１Ｎ１型とＨ３Ｎ２型が主
流）があるためです。通常は一度インフルエンザにか
かると、その原因ウイルスに対して抗体がつくられ、
繰り返しかかることはありません。しかし、その抗体
は違う種類のインフルエンザには効果がないため、同
じシーズン中に２回インフルエンザにかかることがあ

るのです。そのため、１回かかったから大丈夫といっ
て油断はできません。シーズンを通して予防対策を怠
らないようにしましょう。

おわりにおわりに
　寒くなってきて体調を崩す方もいます。十分な栄養
を摂ってしっかり休養することで感染症にかかりにく
い身体づくりを心掛けましょう。またマスクを着け
る、家に帰ったら手を洗う、換気や加湿を行うなど基
本的な感染予防対策を行い、元気にこの冬を乗り越え
ましょう。

インフルエンザ 全国で注意報レベルを超えるなど流行拡大中。流行入りが早いためワクチンは
例年よりも早めに受けると良いでしょう。

咽頭結膜熱
（プール熱）
（アデノウイルス感染症）

患者報告数は過去10年で最多。ここ３年大きな流行がなかったため免疫を持た
ない人が増えていることが要因です。原因となるアデノウイルスは流行性角結
膜炎などの感染症も引き起こすうえ、アルコールの消毒が効きにくいです。

Ａ群溶血レンサ球菌
感染症

（溶連菌感染症）

過去最大レベルの流行。ここ３年大きな流行がなかったため免疫を持たない人
が増えていることが要因です。小児に多く見られる感染症。突然38℃以上の発
熱、全身の倦怠感、ノドの痛みの症状が現れます。

新型コロナウイルス
感染症

全国の感染者数は減少していますが、これまでも12月に向けて流行が拡大した
ので再増加に警戒が必要です。

感染性胃腸炎
冬季に流行、わずかな量のウイルスが体に入るだけで感染するため感染力が強
いです。家庭内感染に注意しましょう。特に高齢者や小児は脱水にならないよ
うに小まめに水分を摂取することが重要です。

この冬注意したい感染症この冬注意したい感染症

感染管理認定看護師　茂
しげとみ
富　良

りょうた
太

新型コロナウイルスだけじゃない！新型コロナウイルスだけじゃない！
この冬注意したい感染症のはなしこの冬注意したい感染症のはなし

～季節外れの流行にも要注意！～　　　　　　～季節外れの流行にも要注意！～　　　　　　

感
染認

定看護師のお話
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詳細は、雲南市立病院公式ホームページを確認ください。URL　https://unnan-hp.jp/

１．目的１．目的
　令和４年３月、総務省は「持続可能な地域医療提供
体制を確保するための公立病院経営強化ガイドライ
ン」を通知し、公立病院は令和９年度までの経営強化
プランを策定の上、病院事業の経営強化に総合的に取
り組むことを求めました。ガイドラインでは、①役割・
機能の最適化と連携の強化、②医師・看護師等の確保
と働き方改革、③経営形態の見直し、④新興感染症の
感染拡大時等に備えた平時からの取り組み、⑤施設・
設備の最適化、⑥経営の効率化等について取り組むこ
とが示され、それらを踏まえた上で、当院が雲南圏域
の基幹病院として、地域住民に対し安全安心な医療を
持続的に提供できるよう、当院の果たすべき役割を明
確化するとともに、経営の健全化に取り組んでいくた
めの道筋を示すことを目的としています。

２．計画の期間２．計画の期間
　令和５年度（2023年度）～令和９年度（2027年度）
の５年間

３．基本方針３．基本方針
　当院は、雲南市を中心に雲南二次医療圏における中
核病院として、急性期から回復期、慢性期医療と、患
者さんの状態に合った医療サービスを隙間なく提供す
る役割を担っています。

　今後も、地域における中核的な役割を継続していく
ため、５つの基本方針を定め、それぞれに対する実施
計画、取り組みを実行・実現していくことで、病院と
しての診療機能の向上を図り、健全な病院経営の実現
をめざしていきます。

①雲南圏域での中核病院（基幹病院）としての役割を
果たす
②医師・看護師などの医療職の育成・確保を推進する
ための継続的な人材育成
③５事業（救急医療、災害医療、へき地医療、小児医
療、周産期医療）および在宅医療と新興感染症対策
④地域医療連携推進法人を核とした役割・機能の最適
化と連携の強化および地域包括ケアシステムの推進
⑤健全経営に徹し、良質な医療提供が持続可能となる
経営基盤の確立

４．経営強化プランの点検・評価・公表４．経営強化プランの点検・評価・公表
　プランの点検・評価については、その客観性・透明
性を確保する必要があると考えます。そのため、外部
の有識者や地域住民などの参加を得て「雲南市立病院
経営強化プラン評価委員会」を設置し、委員会に諮問
し評価をいただくこととしています。
　10月12日(木)、プランを評価いただくため第１回
目の委員会を開催し、たくさんのご意見をいただきま
した。いただいたご意見をプランに反映したものを公
表しています。

　本プランの策定過程においては、令和４年７月にワーキングチームを設置し、院内職員の意見や関係者と協
議を行い、雲南市議会への報告を経ながらこれまで進めてきました。この度、令和５年11月に雲南市立病院
経営強化プランを策定し、今後５年間（令和５年度～令和９年度）にかけて経営強化の取り組みを進めていき
ます。今後とも雲南市立病院へのご理解・ご協力よろしくお願い申し上げます。

経 営 課

雲南市立病院経営強化プランを策定しました雲南市立病院経営強化プランを策定しました

佐
さ の

野千
ち

晶
あき

委員長 委員会の様子
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先日いただいた質問はこれです。

「趣味を持っていると、
健康にいいことはありますか」

　私たちの日常生活において、楽しみを見つけること
はただの娯楽ではなく、心身の健康維持にも非常に重
要です。

　最近の研究が示すところによれば、

「人生を楽しんでいると感じる人々は、約10
年間で認知症のリスクを約25％減少させる
可能性がある」
とされています。この研究は、日本の文化的、社会的
背景を考慮に入れたものであり、特に日本人の健康と
福祉にとって非常に重要な示唆を含んでいます。

　日々の生活の中で楽しみを見つけることは、心の健
康を保つだけでなく、認知機能の維持にも役立つこと
が分かっています。趣味、運動、社交活動、または単
に自然を楽しむことなど、楽しみは人それぞれです。

　大切なのは、自分にとって意味のある活動に積極的
に参加し、日々の生活に活力をもたらすことです。趣
味やクラブ活動への参加、地域社会でのボランティア

活動、友人や家族との交流など、社会的なつながりを
持つことで、認知機能の低下を遅らせることができま
す。また、新しいことを学ぶことや創造的な活動に取
り組むことも、脳の活性化に役立ちます。

　年齢に関わらず、日々の生活で小さな楽しみを見つ
け、積極的に取り組むことが重要です。散歩、読書、
料理、ガーデニング、写真撮影、音楽鑑賞など、さま
ざまな活動があります。重要なのは、それぞれの興味
や能力に合った活動を見つけ、それに時間を割くこと
です。

　寒い季節になりましたが、身体を大事にしながら、
日々の小さな趣味を楽しんでいきたいですね。

　歯や口の中の状態は、全身の健康に影響することを知っていますか。
　歯や口に関する正しい情報を知って、健康で充実した生活を送りましょう。

　そこで今回は、虫歯、歯肉炎、歯周病、口腔がんなどの病気について、またその予防・口腔ケアの
方法についてお話しします。

「『お口の健康』を守ろう！」
講師　歯科口腔外科　小

こ
池
いけ

 尚
なお

史
ふみ

　歯科医師

【 日 　 時 】 ３月12日（火）　14：00～16：00
【 場 　 所 】 雲南市立病院　４階大会議室
【 参 加 費 】 無料
【問い合わせ先】市立病院　保健推進課　（℡ 0854-47-7510）

このシリーズでは総合診療医が患者さんからいただいた質問をもとに市民の
皆さんが困っている症状や疑問について解説します。

総合診療医が答える

第42回：「人生を楽しむことの重要性：認知症予防への一歩」
「こんな「こんな症状症状やや疑問疑問  持持っていませんかっていませんか？？」」

趣味の継続は認知症のリスクを趣味の継続は認知症のリスクを
25％低下させる。25％低下させる。

市民健康講座を開催します


